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成分名 水酸化アルミニウム 

英 名 Aluminum Hydroxide 

CAS No. 21645-51-2 

収載公定書 薬添規   外原規  EP 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/21645-51-2  

 

投与経路 用途 

一般外用剤   吸着剤 

皮下注射 

筋肉内注射 

 

以下については該当文献なし 

１．単回投与毒性 

２．反復投与毒性 

３．遺伝毒性 

４．癌原性 

 

５．生殖発生毒性 

5‐1 ラット 

① 妊娠中のラットに、アスコルビン酸（85mg/kg）と水酸化アルミニウム（300mg/kg）、アスコルビ

ン酸（85mg/kg）のみ、水酸化アルミニウム（300mg/kg）のみの３グループに投与した。いずれのグ

ループの胎児に、異常はなかった。1) （Colomina et al.,1994） 

② 6 日目から 15 日目の妊娠中のラットのグループに、水酸化アルミニウムを 192、384、

768mg/kg/日を投与した。どの用量においても、母体に異常はなかった。3) （Gomez et al.,1994） 

③ 6 日目から 15 日目の妊娠中のラットのグループに、水酸化アルミニウムを 0、66.5、133、

266mg/kg を投与した。どの用量においても、母体および胎児に異常はなかった。4)（Domingo et 

al.,1994）  

６．局所刺激性 

該当文献なし 

７．その他の毒性 

該当文献なし 

８．ヒトにおける知見 

定期的に人工透析を受けている患者の過量リン酸のコントロールについて。17人の子供と定期的

に腹膜透析を受ける若い大人達（14.1 歳、標準偏差±3.7 歳）に、水酸化アルミニウム（n=7；１日

あたりの最大投与量を 30mg/kg）か炭酸カルシウム（n=10；１日あたりの投与量範囲を血清リンレ
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ベルに従い 2.5～12g）を投与した。水酸化アルミニウムは、炭酸カルシウムほど、過量リン酸のコ

ントロールのためのリン酸塩吸着剤として有効ではない。2) （Salusky et al.,1991）  
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